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で
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前
年
度
同
期
よ

り
五
・
三
％
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と
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て
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そ
の
ほ
か
、
国
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機
関
な
ど

か
ら
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庫
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七
百
六
十
万
円
で
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同
四
八
・
二
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
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こ
れ
は
、
山

田
中
学
校
施
設
整
備
事
業
が
前
年
度

歳
出
で
は
、
生
活
環
境
基
盤
の
整

備
な
ど
に
使
わ
れ
る
土
木
費
が
最
も

多
く
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歳
出
全
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五
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に
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た
る
十
六
億
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千
六
百
三
十
八
万

円
（
前
年
度
同
期
よ
り
〇
・
四
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
は
、

皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ

れ
る
民
生
費
の
十
五
億
九
百
十
六
万

円（
同
一
・
七
％
増
）、

続
い
て
総
務
費
十
億

七
百
三
十
二
万
円

（
同
一
六
・
一
％
減
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

項
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
土
木
費
…
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
七
億
七
千
三
百
九

十
六
万
円
、
長
林
大
浦
線
改
良
事

業
に
五
千
万
円

▽
民
生
費
…
介
護
保
険
対
策
事
業
に

一
億
六
千
五
百
七
十
三
万
円

▽
農
林
水
産
業
費
…
大
沢
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
に
一
億
二
千
九
百

七
十
五
万
円
、
田
の
浜
地
区
漁
業

集
落
環
境
整
備
事
業
に
九
千
四
百

五
十
二
万
円

▽
衛
生
費
…
斎
場
増
改
築
事
業
に
二

千
三
百
万
円

土
地
区
画
整
理
費
含
む

土
木
費
は
歳
出
の
21
％

今年３月に田の浜地区漁業集落環境整備事業で整備
された緑地広場。ゲートボール場や遊具が設けられ、
幅広い世代が利用できる憩いの場となっています。

町有財産の内訳

●土地

行政財産 1,206,230㎡
普通財産（山林を含む）

11,393,249㎡

●建物

行政財産 95,909㎡

●山林

面積 8,106,829㎡
立木推定蓄積量 225,036�

●物品（車両）

普通自動車、消防自動車、マ
イクロバス、スクールバス、
機能訓練輸送車など57台

●出資証券

1億2,858万円

●基金

財政調整基金 7億636万円
その他の基金 22億1,485万円

重要な建設事業や急を要する災害復旧などを行う
場合には、多額の費用が掛かります。こんなときの
財政収入不足を補うため、国や金融機関などから借
り受けるお金のことを町債といいます。３月３１日現
在の町債の現在高は次のとおりです。

・財務省………………………………42億7,409万円
・総務省…………………………………19億386万円
・公営企業金融公庫…………………9億1,801万円
・金融機関………………………………4億5,717万円
・市町村職員共済組合など…………3億2,524万円
・その他…………………………………6億6,052万円

総額……85億3,889万円

町 債 の 現 在 高

で
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
大
幅

に
減
っ
た
も
の
で
す
。
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町
で
は
、
一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
や

町
の
財
産
の
内
訳
な
ど
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
年
二
回
（
五
月
と
十
一
月
）

財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成
十
四
年
度
一
般

会
計
予
算
の
三
月
三
十
一
日
現
在
の
執
行
状

況
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
、
県

か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
い
く
ら
入
っ
て
い
る

の
か
、
生
活
環
境
の
整
備
や
福
祉
の
充
実
、

各
種
産
業
の
振
興
な
ど
豊
か
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
い
く
ら
使
わ
れ
て
い
る
の

か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
中
に
は
、
四
、

五
月
の
出
納
整
理
期
間
中
の
収
入
と
支
出
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
七
十
六
億
八
千
四
百
七
十

九
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
十
回
の
補
正
が
行
わ
れ
、
一

億
四
千
三
百
七
十
四
万
円
を
追
加
。

下
半
期
の
予
算
総
額
は
前
年
度
同
期

（
九
十
六
億
二
千
八
百
六
十
七
万
円
）

と
比
べ
、
一
八
・
七
％
減
の
七
十
八

億
二
千
八
百
五
十
三
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
入
と
歳
出
の
主
な
項
目

ご
と
の
執
行
状
況
や
町
有
財
産
の
内

訳
な
ど
を
図
表
で
紹
介
し
ま
す
。

歳
入
を
見
る
と
、
町
が
自
ら
徴
収
、

収
納
で
き
る
自
主
財
源
は
、
歳
入
全

体
の
二
一
・
五
％
に
当
た
る
十
六
億

八
千
七
百
三
万
円
。
こ
れ
に
対
し
、

国
や
県
か
ら
入
る
交
付
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
七
八
・
五
％
で
、
六
十
一

億
四
千
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。項

目
別
で
は
、
町
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
町
税
が
十
一
億
七
万
円
（
前

年
度
同
期
十
一
億
一
千
七
百
五
十
万

円
）
で
、
一
・
六
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な

公表
平
成
14
年
度
町
一
般
会
計

予
算
の
下
半
期
財
政
事
情

億
円
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り

土
木
費
が
16
億
円
で
ト
ッ
プ

７８

歳
入
の
44
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
35
億
円

土　　木　　費
民　　生　　費
総　　務　　費
公　　債　　費
教　　育　　費
衛　　生　　費
農林水産業費
消　　防　　費
災 害 復 旧 費
商　　工　　費
議　　会　　費
労　　働　　費
予備費・その他

168,638
150,916
100,732
99,242
67,020
59,672
56,149
44,478
11,886
10,859
12,265
296
700

85,353
145,186
93,630
99,242
62,164
58,074
35,189
42,839
7,224
10,303
12,192
248
0

自
　
主
　
財
　
源

町　　　　　税
繰　　入　　金
分担金・負担金
諸　　収　　入
繰　　越　　金
使用料・手数料
財　産　収　入
寄　　附　　金

110,007
22,696
10,809
8,250
8,200
7,712
976
53

107,555
300

10,564
8,326
8,200
7,958
968
53

依
存
財
源

地 方 交 付 税
町　　　　　債
国 庫 支 出 金
県　支　出　金
地 方 譲 与 税
そ　　の　　他

350,036
106,660
68,760
57,010
8,698
22,986

350,036
4,720
46,991
13,928
8,698
22,986

計 782,853 591,283 計 782,853 651,644

科　　　目 予 算 額 収入済額 科　　　目 予 算 額 支出済額

�歳　入 （単位：万円）�歳　出 （単位：万円）

平成14年度一般会計歳入歳出予算の執行状況
（３月３１日現在）



【４】

循
環
器
と
前
立
腺
、
基
本
検
診
が

表
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
受
診
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
は
、
受
診

料
を
持
参
し
、
忘
れ
ず
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
役
場
保
健

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
昨
年
同
様
、
循
環
器
検
診
で

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
い
ま

す
。
対
象
は
、
検
診
日
現
在
の
年
齢

が
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十
歳
、

五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、

七
十
歳
の
人
と
、
昨
年
の
循
環
器
検

診
で
肝
機
能
値
が
異
常
値
を
示
し
た

四
十
歳
以
上
の
人
な
ど
で
す
。
過
去

に
実
施
済
の
方
は
検
査
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
同
検
査
を
実
施
し
た

か
ど
う
か
は
、
昨
年
の
検
診
結
果
票

の「
Ｈ
Ｃ
Ｖ
」欄
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検
診
は
病
気
の
「
早
期
発
見
」
と

「
予
防
」
へ
の
近
道
。
定
期
的
な
検

診
を
心
掛
け
、
体
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

▽
受
診
料
　
循
環
器
検
診
（
四
十
歳

以
上
）
…
千
五
百
円
　
前
立
腺
検

診
（
五
十
歳
以
上
の
男
性
）
…
五

百
円
　
基
本
検
診
（
十
八
歳
〜
三

十
九
歳
）
…
五
百
円

※
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、

循
環
器
検
診
と
基
本
検
診
の
受
診

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◆問い合わせ　役場保健福祉課
�82－3111内線161、165、166

循環器

前立腺 検診

来月２日から実施

忘れずに受診し自分の
健康状態を確かめよう

町では、岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座と
共同で研究調査（岩手県北地域コホート研究）を
実施します。この調査は生活習慣とがんや脳卒中、
心臓病との関わりを明らかにすることを目的に、
循環器検診と併せて行います。調査結果は、今後
の町の生活習慣病の予防対策として活用されます。
町の特徴を明らかにするためには、できるだけ多
くの方の調査を必要としますので、皆さんのご協
力をお願いします。なお、調査にご協力していた
だいた方には、調査結果を分析し、簡単な説明を
付けた結果票をお送りします。
�対象　40歳以上
�調査の方法　アンケート調査…循環器検診受診
票と一緒に配布するアンケート調査票に必要事
項をご記入の上、循環器検診の際に提出してく
ださい。 追加検査…循環器検診の際に、調査
研究分として２�程度余分に採血します。

受　付　時　間会　　　　　場日

4 日

3 日

2 日

5 日、
6 日

9 日

10日

11日

12日

13日

16日

17日～
20日

�検診の日程　　　　　　　　　　　　　　〔�月〕

午前 9 時半～11時

午後 1 時半～ 2 時半

猿神農業担い手センター

田子の木生活改善センター

午前 9 時半～11時

午後 1 時半～ 2 時半

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

は ま な す 学 園

午前 9 時半
～11時

午後 1 時
～ 2 時半

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

午前 9 時
～11時

午後 1 時
～ 2 時半

織 　 笠 　 漁 　 協

午前 9 時半
～11時

〃豊間根生活改善センター

午前10時
～11時

〃荒川農業構造改善センター

〃 〃豊間根生活改善センター

午前 9 時半
～11時

〃船 越 漁 村 セ ン タ ー

〃 〃保 健 セ ン タ ー

〃 〃船 越 漁 村 セ ン タ ー

〃 〃保 健 セ ン タ ー

〃 〃船 越 防 災 セ ン タ ー

〃 〃大 　 沢 　 漁 　 協

〃 〃大 　 沢 　 漁 　 協

午前 9 時
～11時

〃船 越 防 災 セ ン タ ー

午前 9 時
～11時

〃保 健 セ ン タ ー

生活習慣や栄養に関する
共同研究調査にご協力を

定
期
的
な
検
診
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う（
今
年
１
月
に
行
わ
れ

た
出
稼
ぎ
者
の
健
康
検
診
）



議　　　　　会
計

固定資産評価
審 査 委 員 会

町　　　　　長
教 育 委 員 会
選挙管理委員会
監　査　委　員
農 業 委 員 会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

実 施 機 関 請求
件数

決　　　　　定
全部開示 部分開示 非 開 示

異議申
し立て

区分 職　名 氏　　　名

区分 職　名 氏　　　名

【５】

情
報
公
開
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

│
│
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
町
の
行

政
文
書
を
実
際
に
見
た
り
、
そ
の
写

し
を
求
め
た
り
す
る
権
利
を
保
障
す

る
制
度
で
、
町
政
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
よ
り
公
正
で
透
明
な
町

政
運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。
行
政

文
書
の
開
示
（
閲
覧
、
写
し
の
交
付

な
ど
）
は
請
求
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
役
場
情
報
課
で
、
請

求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
行

政
文
書
を
開
示
す
る
場
合
、
閲
覧
は

無
料
で
す
が
、
写
し
や
電
磁
的
記
録

の
複
製
物
の
交
付
な
ど
を
希
望
す
る

場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
べ
て
の
行
政
文
書
は
開

示
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
法
律

な
ど
で
開
示
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

る
文
書
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど

は
、開
示
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
公
開
請
求
の
状

況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

同
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
役

場
情
報
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内

線
三
一
一
）
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

山田町議会
第２回臨時会

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
長
・
副
議
長
と
も
に
再
選

町
議
会
議
員
の
改

選
後
、
初
め
て
の
臨

時
議
会
が
五
月
九
日

に
開
か
れ
、
議
長
と

副
議
長
を
選
出
し
ま

し
た
。
各
常
任
委
員

会
の
構
成
、
同
委
員

長
な
ど
も
決
ま
り
、

町
議
会
の
新
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
出
は
、
議
員
二
十

人
に
よ
る
単
記
無
記
名
投
票
で
行
わ

れ
、
議
長
に
佐
々
木
良
一
氏
が
十
票

で
再
選
。
次
い
で
佐
々
木
良
一
郎
氏

が
八
票
で
し
た
。
副
議
長
に
は
昆
暉

雄
氏
が
九
票
で
再
選
さ
れ
、
次
い
で

川
村
敬
一
氏
と
田
村
剛
一
氏
が
四
票

ず
つ
で
し
た
。

各
常
任
委
員
長
に
は
、
川
村
敬
一

氏
（
総
務
）、
吉
川
淑
子
氏
（
教
育
民

生
）、
佐
々
木
良

一
郎
氏
（
産
業
建

設
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
、
委
員

の
構
成
も
左
表
の

と
お
り
決
定
。
議

会
運
営
委
員
長
に

は
佐
藤
忠
暉
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員
に
は

次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
議
会
議

員
　
田
村
剛
一
氏
、
豊
間
根
彪
氏
、

道
又
秀
悦
氏

◇
岩
手
県
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組

合
議
会
議
員
　
佐
藤
照
彦
氏

町の情報公開制度

ご 存
じ
で
す か

4
0
0
0
0

0

1
5

3
0
0
0
0

0

1
4

1
0
0
0
0

0

0
1

0
0
0
0
0

0

0
0

0
0
0
0
0

0

0
0

�平成14年度の公開請求の状況

委員長

副委員長

委　員

佐々木　良一郎

佐　藤　忠　暉

山　i 幸　男

小　林　　　隆

三ケ尻　隆　雄

沼　i 詔　安

生　駒　利　治

委員長

副委員長

委　員

委員長

副委員長

委　員

川　村　敬　一

田　村　剛　一

黒　沢　一　成

山　i 文　悟

豊間根　　　彪

佐々木　良　一

吉　川　淑　子

日　山　忠　郎

佐　藤　照　彦

鎌　田　孝　典

木　下　志き子

道　又　秀　悦

昆　　　暉　雄

ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo
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山田町議会副議長

昆 　 暉 雄 氏
山田町議会議長

佐々木良一 氏

�常任委員会の構成

情報公開制度は、より公正で透
明な町政運営を目指すものです



【７】

図書館
情　報

問い合わせ
�８２－３４２０

新
刊
・
新
着
図
書
ご
案
内

月　 日地　　区

山田～大沢
～豊間根

（水曜日）

６月４日

７月２日

６月６日

７月４日

織笠～大浦
～船越

（金曜日）

◆�月、�月の巡回日程

▽
「
│
雑
想
│
鶏
肋
集
」
上
林
嘉
吉

▽
「
随
筆
集
　
ハ
ギ
の
花
は
秋
の
花
」

福
士
博
▽
「
ハ
ゴ
ロ
モ
」
吉
本
ば
な

な
▽
「
し
ょ
っ
ぱ
い
ド
ラ
イ
ブ
」
大

道
珠
貴
▽
「
浦
安
う
た
日
記
」
大
庭

み
な
子
▽
「
水
産
増
殖
論
」
水
産
増

殖
研
究
会
▽
「
タ
ク
シ
ー
」
森
村
誠

一
▽
「
焼
け
跡
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
ね

じ
め
正
一
▽
「
生
き
い
そ
ぎ
」
志
水

辰
夫
▽
「
ノ
ル
ン
の
永
い
夢
」
平
谷

美
樹
▽
「
世
界
は
ど
こ
へ
向
か
う
の

か
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
▽
「
│
絵
手
紙
│

親
し
き
人
に
心
を
こ
め
て
」
愛
知
県

蒲
郡
市
編
▽
「
人
形
」
佐
藤
ラ
ギ
▽

「
食
べ
る
ア
メ
リ
カ
人
」
加
藤
裕
子

▽
「『
乳
と
蜜
の
流
れ
る
地
』
か
ら
」

山
森
み
か
▽
「
ド
ラ
え
も
ん
の
謎
」

横
山
泰
行
他
▽
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
お
も

し
ろ
雑
学
事
典
」
ノ
ー
ベ
ル
賞
研
究

会
▽
「
は
じ
め
て
の
花
づ
く
り
」
主

婦
の
友
社
編
▽
「
社
会
人
の
た
め
の

基
本
マ
ナ
ー
」
主
婦
の
友
社
編
▽
「
よ

く
見
る
夢
」（
上
・
下
）シ
ド
ニ
ー
・

シ
ェ
ル
ダ
ン
▽
「
航
路
」（
上
・
下
）

コ
ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ス
▽
「
こ
こ
ろ
の

看
護
」
柴
田
幸
恵
▽
「
二
十
歳
だ
っ

た
頃
」
岩
瀬
成
子
▽
「
旅
路
の
は
て

ま
で
男
と
女
」
林
真
理
子
▽
「
交
通

事
故
の
知
識
と
Ｑ
＆
Ａ
」
弁
護
士

高
橋
勝
徳
▽
「
Ｆ
Ｌ
Ｙ
・
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｄ

Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
Ｙ
」
金
城
一
紀

移
動
図
書
館
車
「
は
ま
な
す
号
」

が
、
左
表
の
日
程
で
皆
さ
ん
の
地
区

を
巡
回
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
の
日
程

巡
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
場
所
と
期
日
　
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
（
豊

間
根
）
…
五
月
三
十

一
日
、
織
笠
婦
人
若

者
等
活
動
促
進
セ
ン

タ
ー
…
六
月
七
日

▽
時
間
　
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半

▽
内
容
　
縄
跳
び
、
ニ
ュ
ー
ド
ッ
チ
、
シ
ャ
フ
ル

ボ
ー
ド
、
ゲ
ッ
ト
・
ザ
・
ボ
ー
ル
な
ど

▽
対
象
　
一
般
町
民

▽
持
ち
物
　
跳
び
縄
、
上
履
き

▽
参
加
料
　
一
回
の
教
室
に
つ
き
小
・
中
学
生
百

円
、
高
校
生
以
上
二
百
円

▽
申
込
期
限
　
各
開
催
日
の
前
日

海峯会のチャリティ発表会
新舞踊・海峯会（海藤ミネ子代表）では、チャリティ

発表会を開催します。どうぞご来場ください。
�期日　５月25日（日）
�時間　午後１時開演（午後零時半開場）
�場所　町中央公民館大ホール
�出演団体　海峯会、荒川地区振興会「荒川音頭」、桜

おう

舞
ぶ

太鼓（釜石市）
�入場券　1,000円
�問い合わせ　町中央公民館（�82－3212）へどうぞ。

古文書解読講座を開設
郷土の歴史に触れてみよう

町教育委員会では、初級者を対象とした「古文書解読
講座」を開設します。地元に伝わる江戸時代の古文書に
触れてみませんか。
�期日　６月13日、20日、27日、７月４日、11日
�時間　午後６時半～８時半
�場所　町中央コミュニティセンター
�内容　古文書「被遣知行百姓小高」などの解読
�講師　佐々木久夫さん（町文化財調査委員）
�定員　20人
�申込先・問い合わせ　６月５日までに町教育委員会文
化係（�82－3111内線624）へどうぞ。
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今月購入した新刊・新着図書

【６】

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

や
振
り
方
な
ど
の
基
礎
指
導
、
ゲ
ー
ム

▽
対
象
　
小
学
五
年
生
以
上
の
町
民
三
十
人

▽
参
加
料
　
一
回
の
教
室
に
つ
き
小
・
中
学
生
百

円
、
高
校
生
以
上
二
百
円

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か

れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
期
日
　
五
月
二
十
五
日
、
六

月
一
日
、
八
日
、
二
十
二
日
、

七
月
六
日

▽
時
間
　
午
前
九
時
〜

▽
場
所
　
町
民
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
場
（
山
谷
）

▽
内
容
　
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方

スポーツ伝言板
◆申込先・問い合わせ
町教委社会体育係�８２－５５０５

女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講

26
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
女
性
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。
同
セ
ミ

ナ
ー
は
町
内
に
住
む
成
人
女
性
を
対

象
と
し
た
講
座
で
、
講
義
形
式
の
全

体
学
習
や
専
門
的
な
実
践
学
習
な
ど

を
通
じ
て
学
び
得
た
知
識
や
技
術
を
、

自
分
た
ち
の
地
域
活
動
に
生
か
し
て

も
ら
お
う
と
開
催
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
自
身
の
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
設
期
間
　
六
月
〜
来
年
二
月

※
詳
し
い
日
程
や
会
場
は
、
直
接
受

講
生
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
な
ど

▽
学
習
内
容

全
体
学
習
…
「
中
国
茶
を
楽
し
む
」

「
介
護
保
険
制
度
」「
環
境
問
題
を

考
え
る
」、
移
動
学
習
「
啄
木
・
賢

治
青
春
館
を
訪
ね
て
」
な
ど

体
験
学
習
…
「
陶
芸
講
座
」「
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
」「
パ
ソ
コ

ン
講
習
」「
手
工
芸
講
座
」
な
ど

▽
対
象
　
町
内
在
住
の
女
性

▽
年
会
費
　
二
百
円

▽
定
員
　
百
人

▽
申
込
期
限
　
五
月
二
十
六
日
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
（
�
八
二
│

三
一
一
一
内
線
六
二
三
）
へ
。

講師のプロフィール
千葉県市川市生まれ。早稲田
大学文学部卒業後、ＮＨＫア
ナウンス室に配属。｢週刊ボ
ランティア｣「婦人百科」な
どのテレビ番組や「午後の
ロータリー」「土曜サロン」
などのラジオ番組を担当。同
時に、経済問題審議会や青少
年問題審議会など各種審議委
員を歴任。主な著書に「女の
器量はことばしだい」などが
ある。２０００年８月にＮＨＫを
退局し、フリーに。現在、執
筆や講演活動、情報番組への
出演など幅広い分野で活躍中。

◆入場は無料です。当日は
どなたでも入場できます
ので、お早めにご来場く
ださい。
◆問い合わせ　町教育委員
会社会教育係（�82－
3111内線622）へどうぞ。

�月�日（日）
午後１時～
中央公民館大ホール

◆テーマ

「言葉と心」

◆講師
フリーアナウンサー

広瀬久美子さん

特別講演会
昨
年
の
同
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ピ
ン

ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
作
り
の
様
子
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�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

粗大ごみ・焼却炉収集
収 集 日　粗大ごみ…５月29

日、家庭用小型焼
却炉…５月30日、
31日

対象地区　織笠、船越
予 約 先　芳賀清掃社

（�86－2826）
予約期限　収集日の１週間前
※粗大ごみ、焼却炉を出す場
合は、氏名と電話番号を書
いて出してください。

行政組合でフリー

マーケットを開催
宮古地区広域行政組合では、

フリーマーケットを開催します。
どうぞご来場ください。
�日時　５月25日（日）

午前10時～午後２時
�場所　みやこ広域リサイクル
センター敷地（宮古市小山田）
�出店者　26店
�問い合わせ　宮古地区広域行
政組合みやこ広域リサイクル
センター（�63－7753）へ。

国際交流協会で

スタッフを募集
山田町国際交流協会では、ボ

ランティアスタッフを募集して
います。
事務局ボランティア

�応募資格　パソコン操作がで
きる人
�募集内容と人数　事務一般担
当…３人　機関誌担当…６人
企画担当…４人　渉外担当…
２人　財政事務担当…２人
通訳・翻訳ボランティア

�応募資格　英語、中国語の会
話または翻訳ができる人
�募集内容と人数　通訳者…６
人　翻訳者…４人
※ボランティアになっていただ
いた方は、同協会の外国語人
材銀行へ登録させていただき
ます。
�申込先・問い合わせ　山田町
国際交流協会（�82－3651
Ｅメールｙｉｒａ-ｙｍｄ＠ｒｎａｃ.ｎｅ.ｊｐ）
へどうぞ。

防衛庁で自衛官の

採用試験行います
�募集内容　２等陸・海・空士
�受験資格　日本国籍を持つ18
歳から27歳までの男性
�試験日　６月15日（日）
�申込期限　６月９日
�申込先・問い合わせ　自衛隊
宮古募集事務所（�63－3881）
へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

特設人権相談所を

４日に開設します
職場や夫婦関係、相続問題な

どでお悩みの方は、お気軽にご
相談ください
�日時　６月４日（水）

午前10時～午後３時
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�相談員　人権擁護委員
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線133）へどうぞ。

はかりの定期検査

町内各地区で実施
業務上の取引や証明に使用す

るはかりの定期検査が町内各地
区で行われます。この検査は計
量法で２年に１度の受検が義務
付けられています。定期検査を
受検しなければならないはかり
をお持ちの方は、忘れずに受検
してください。なお、この期間
以外の受検は、県計量検定所
（盛岡市）で行うことになります。
�日時と場所　６月９日…役場
豊間根支所（午後１時～２
時）、大沢漁協（午後３時～
４時） ６月１０日…船越湾漁
協（午前９時～10時）、役場
船越支所（午前10時半～11時
半）、大浦漁協（午後１時～
４時） ６月１１日…織笠漁協
（午前９時～10時）、保健セン
ター（午前10時半～正午、午
後１時～４時）
�問い合わせ　役場水産商工課
（内線234）へどうぞ。

子育てテレホン

サービス利用を
�電話番号 ８２－９５８２
�テーマ　５月19日～25日…小
学生・失敗と成功の体験につ
いて考える　５月26日～６月
１日…中学生・中学生の反抗
期の育て方　６月２日～８日
…幼児・親と子の信頼感につ
いて考える　６月９日～15日
…入学前・安全のしつけ

都市計画審議会の

委員を募集します
町では、都市計画審議会の委

員の一部を募集します。
�委員の業務　都市計画に関す
る事項の審議
�応募資格　町内に住所がある
20歳以上の人で、町の都市計
画に関心のある人
�募集人員　２人
�委嘱期間　７月１日から２年
間
�申し込み方法　役場都市計画
課に備え付けてある応募用紙
に必要事項を記入して申し込
んでください。
�募集期間　５月19日～６月２
日
�申込先・問い合わせ　役場都
市計画課（内線252）へどうぞ。

ホームヘルパーの

講習会開催します
ホームヘルパー養成講習会

（２級課程）が開催されます。
�期間　６月16日～７月31日
�場所　町保健センター、町内
の社会福祉施設など
�内容　講義、実習、現場見学
など（130時間）
�受講料　15,000円
�受講資格　自動車運転免許を
持っている町内在住者で、
ホームヘルプサービスに従事
することを希望する人
�定員　25人（面接調査により
受講者を決定します）
�申込先・問い合わせ　６月10
日までに山田町社会福祉協議
会（�82－3841）へどうぞ。

鯨山登山道の整備

皆さんのご協力を
県立陸中海岸青少年の家と町

教育委員会では、鯨山の登山道
を整備（草刈り作業）するボラ
ンティアを募集します。多くの
方々が安全で楽しく登山できる
ようにするため、登山道の整備
にご協力いただける方をお待ち
しています。
�日時　５月31日（土）

午前９時～午後３時半
�集合場所　県立陸中海岸青少
年の家
�募集人員　20人
�持ち物　水筒、昼食、草刈り
機械（所有している人のみ）
�申込先・問い合わせ　５月27
日までに県立陸中海岸青少年
の家（�84－3311）へどうぞ。

関口川の河川管理

道路が通行止めに
関口川の河川改修工事（県発

注）に伴い、河川管理用道路の
一部区間が通行止めになります。
ご不便をお掛けしますが、皆さ
んのご協力をお願いします。
�場所　関口川鮭ふ化場付近
�期間　６月上旬～９月下旬
�規制内容　終日全面通行止め
�問い合わせ　宮古地方振興局
土木部河川港湾課（�64－
2221）または役場都市計画課
（内線253）へどうぞ。


